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熊本県人吉盆地の鮮新世人吉層から産出した淡水海綿化石
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(Abstract) 

Fossils of a spongillid spong巴 ， Eunapius sinensis (Annandale) were discovered from the upp巴r part of the Pliocen巴

Hitoyoshi Formation of the Hitoyoshi Basin, Kumamoto Prefecture, Kyushu , Japan. They constitute the second occurrence 

r巴cord of Eunapius sinensis as fossi l. The Hitoyoshi Formation consists of lacustrine deposits , which contain diatoms , 

water plants, insects, cyprinid fishes , and molluscs besides the spong巴 Gemmules of fossil sponges occur as rounded spots 

which encrust the surface of molluscan shells and massive mudston巴. The spicular compon巴nts consist of megascler巴s and 

g巴mmoscleres ， and the latter ar巴 more abundan t. This mode of occu汀ence of fossil sponges suggests only g巴mmules wer巴

left after d巴ath on the surface of molluscan sh巴lls and mud. 

The recent Eunap iu s sinensis is distributed over China, Russia, and Japan . Compared with th巴 recent Eunapius sinensis , 

the Pliocen巴 Eunapius sinensis is small in average length of megascleres . 

はじめに

熊本県南部の人吉盆地には鮮新世の淡水成堆積物が

分布していて，湖成堆積物を主とする人吉層(大谷，

1930) からは，これまでに珪藻化石 (Okuno ， 1952; 林，

1958 ) ，ヒシ化石 (今西 ・宮原 ， 1972 ) を含む大型植

物化石 (Miki and Kokawa, 1962 ;池田ほか， 1996) , 

花粉化石(宮原， 1970; 池田ほか， 1996 ) ，淡水貝類

化石(田村ほか， 1962) が報告されている .

このたび，筆者の一人である北林によって人吉層か

ら採集された淡水海綿化石は，大分県津房川層(松岡 ，

2001 ) からのものに次いで 2例目 となるシナカ イメン

Eunapius sinensis (Annandale, 1910) である .シナカイ

メンの所属するヨワカイメン属 (Eunapiω) の化石は，

ノ f イカル湖周辺の漸新 中新統 (Martinson ， 1948 ) や

日本の鮮新統~更新統 (Matsuoka ， 1983, 1987; 松岡，

1986 ， 2001;松岡ほか， 2004) から報告されているが，

本属の系統や古生物地理について考察するには資料が

まだ十分とはいえない . 人吉層から採集されたシナカ

イメンの化石を記載し，化石の産状，堆積環境に言及

し，資料とする.

本論文をまとめるにあたり，熊本大学の長谷義隆教

授には調査地域の地質についてご教示いただしミた.ま

た，糸魚川淳二名古屋大学名誉教授には原稿を読んで

いただきご助言をいただいた.ここに記して厚くお礼

申し上げる.
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地質概略

調査地域である熊本県人吉盆地には，四万十累層

群を不整合に覆う人吉層が分布している.田村ほか

( 1962) によ れば，人吉層は層厚500~ 600m に及び，

岩相によって上下2部層に分けられる.下部層は主と

して疎岩からなり，多くの層準に凝灰岩，凝灰角蝶岩

をはさむ. 上部層は主として泥岩からなり ， 凝灰岩，

砂岩をはさむ.

塚脇ほか ( 1986) は，田村ほか(1962) の人吉層下

部層の基底部に茶屋角牒岩部層 と火砕流堆積物である

舟戸凝灰岩部層を設定した.また， ヒ記 2 部層を除く

人吉層を岩相によって，縁辺部，上部，中部，下部に

区分している.

人吉層の時代については二つの見解が示されてい

た.人吉層最上部と される田町凝灰岩が，フ ィッショ

ン・トラック (FT) 法で 1 .2Ma (西村・ 宮地， 19 76; 

宮地， 1978) , 1.43 ::t 0.3 5Ma (宮地， 1996) という値

第 1 図. 人吉層産の淡水海綿化石産出地.

を示したこ とから，人吉層は更新世前期の堆積物と考

え られた . 一方，肥薩火山岩類と の層序関係，および

人吉層をおお う肥薩火山区の木浦山溶岩の円年代値

が2.2 士 O.4Ma を示したことから，人吉層は鮮新世後

期の堆積物という考えも あった (長谷， 1987; 長谷ほ

か， 1991 ) . 最近になっ て， 鳥井ほか ( 1999)は人吉

層中の凝灰岩の K-Ar年代を測定し，人吉層最上部の

山田凝灰岩から 2.58 ::t 0.08Ma ， 人吉層最下部の舟戸

凝灰岩部層から 2.72 ::t 0.25Ma という値を得て，人吉

層は鮮新世後期の堆積物であり，その堆積時間はたい

へん短かったことを明らかにした.

淡水海綿化石の産地

淡水海綿化石を産出したのは，人吉市内の7か所と

球磨郡山江村のlか所である (第 l 図) .田村ほか (1962) ，

塚脇ほか ( 1986) ，池田ほか ( 1996) によれば，こ れ

らの化石産地の地層は人吉層上部層である.

Loc.l 人吉市下戸越町の戸越川が球磨川に合流す

Fig.1. Map showin g eight lo ca li ties of fossil freshwater spo nges in Hitoyoshi City and Yamae-mura, Kumamoto Prefecture, 
Jap an. Using the topographic map “ Hitoyoshi" and “Sashiki" , sca le 1 :50,000 by the G eog raphic al Surv巴y In st itu te 
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る地点の河床.

珪藻化石を含む塊状泥岩 凝灰質砂岩が露出して

いる.塊状泥岩から，タニシ科の Cipangopaludina

sp. , Igapaludina sp. , カワニナ干ヰの Semisulcospira

(Biwamelania) sp.，イシガイ科の“Inversidens" sp. , 

Anodonta sp. の淡水生員類化石，昆虫化石，大型植

物化石が産出した.塊状泥岩にはさまれる砂岩の薄

層からは魚類咽頭歯化石，見虫化石が産出した.淡

水海綿化石には Cipangopaludina sp. , Igapaludina sp., 

“ Inversidens" sp. , Anodonta sp . の殻表面に付着してい

るものと，塊状泥岩に直接付着して産出するものがあ

る.

Loc. 2 : Loc.1 の北西約 100mの球磨 )11 河床.

凝灰岩，凝灰質砂岩~泥岩が露出している.凝灰

質砂岩~泥岩からは ， Cipangopαludina sp. , Igapaludina 

sp.,“Inversidens" sp. , Anodonta sp.，大型植物化石が産

出した.淡水海綿化石は ， Anodonta sp. , Igapaludina sp. 

の 2種の殻表面に付着して産出した.

Loc.3: 人吉市下戸越町の小股橋下流の戸越川河床.

珪藻化石を含む塊状泥岩，凝灰質砂岩，白色凝灰

岩が露出している.淡水海綿化石は塊状泥岩から，

Anodonta sp. の殻に付着して，魚類咽頭歯化石，鳥類

の頚骨化石とともに産出した.

Loc.4 :人吉市矢黒町の清水橋下の永野川河床.

塊状泥岩，凝灰岩，砂岩が露出している.淡水海綿

化石は，塊状泥岩から 19apaludina sp. , Anodonta sp. ，魚

類咽頭歯化石とともに産出した.淡水海綿化石は，

Anodonta sp. の合弁の殻後端部に付着している.

Loc. 5: 人吉市田町と南町の聞にかかる田町橋下の

胸川河床.

塊状泥岩，軽石凝灰岩，磯岩が露出している.塊状

泥岩からは ， Cipangopaludina sp. とイシガイ科の Unio

sp.，魚類咽頭歯化石，昆虫化石とともに産出した.

Cipangopaludina sp. の殻全面に淡水海綿化石が付着し

ている.

Loc. 6 :人吉市東間上町と西間上町の聞にかかる，

むつみ橋下の胸川河床.

凝灰質シルト岩が露出している.淡水海綿化石は

Cipangopaludina sp. に付着した状態で“Unio" sp. とと

もに産出した.

Loc. 7: 人吉市西間上町の人吉総合市場裏の胸川河

床.

細粒凝灰岩の薄層を挟む塊状泥岩が露出している.

塊状泥岩からは ， Cipangopaludina sp. , 19apaludina sp. , 

Anodonta sp.，葉や球果などの大型植物化石が産出し
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た.淡水海綿化石は， C伊αngopaludina sp. , Anodonta 
sp. の殻表面に付着して産出した.

Loc. 8: 球磨郡山江村井手ノ口の井手ノ口橋下流の

山田川河床.

珪藻化石を含む泥岩~シルト岩，砂岩が露出し

ている.泥岩 ~ シルト岩からは ， Cipangopaludina 

sp. , 19apaludina sp. , Semisulcospira (Biwamelania) sp. , 

“Inνersidens" sp.,“Unio" sp. , Anodonta sp. の淡水貝類化

石，魚類(咽頭歯，ウロコ，偲蓋骨)化石，大型動物

の骨化石，大型植物化石が産出した.淡水i毎綿化石は，

19apaludina sp.,“lnversidens" sp. , Anodonta sp. の殻表面

に付着しているものが目立つが，塊状泥岩に直接付着

して産出するものもある.

標本の記載

Class Demosponges Sollas , 1875 尋常(普通)海綿綱

Family Spongillidae Gray , 1867 タンスイカイメン干ヰ

Genus Eunapius Gray, 1867 ヨワカイメン属

Eunapius sinensis (Annandal巴， 1910) シナカイメン

標本:豊橋市自然史博物館保管 (TMNH06598-06611)

記載:シナカイメン (Eunapius sinensis) の体化石は

イシガイ科の二枚員(第2図 1-4) やタニシ科の巻貝

(第 2 因子7) の殻表面，泥岩に直接付着している.

イシガイ科の二枚貝Anodonta sp.の全体を覆うもので，

長辺 100mm，短辺70mm に達するものがある.色は

白色，茶白色，紫灰色などがある.芽球 (gemmule)

は，円形の印象として周りより暗色にみえ(第 2 図

1ム3 ，7) ，海綿本体の底部(付着面側)に多く形成さ

れている.

骨片は，骨格骨片 (megasclere) と芽球骨片

(gemmoscler巴)からなり，遊離小骨片はない.骨格

骨片は，やや湾曲し，両錐型で，表面は平滑である.

両端が徐々に細くなるタイプ(第 3 図 2) と，急に細

くなるタイプ(梶棒型タイプ) (第 3 図 1) がある.長

さは 165.6-276.2μm( 平均 218.8μm)，幅が 10.9-19.1

μm(平均 14.0μm) である.芽球骨片は，両錐型で，

多くのものはゆるく曲がり，表面が平滑で，両端で徐々

に細くなる(第3 図 3). なかには， 一端が曲がってい

るものや，途中から腕状に分かれているもの，中央

部が膨れるものが含まれている(第 3 図 3-5) .異常型

を除く大きさは，長さが82.5-138.5μm(平均 110.0μ

m)，幅4.1-8.6μm(平均 6.2μm) である.

備考: Annandale (1910) はシナカイメンをヌマカ
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5 6 7 

第2 図. 人吉層産のシナカ イ メ ン化石.

1, TMNH-06598b (Loc. 8, X 1.2); 2, TMNH-06598b の一部拡大 (Loc. 8, ca. X 13); 3, TMNH-06599(Loc. 8, X 0.9) ; 4, 
TMNH-06600 (Loc. 8,X 1.0); 5, 6, TMNH-06601 a, b (Loc. 8,X 1.2) ; 7, TM NH-0660 2a (L oc . 5,X O.8) 

Fig. 2. Fo ss il freshwater spon ges from th巴 Hitoyoshi Fo rm ation 

1, TMNH -06598b (Lo c. 8, X 1.2) ; 2, Partl y enlar gem ent of T M NH -0659 8b (Lo c. 8, X ca .13) ; 3, TMNH -0659 9 (Loc. 8, 
X O.9); 4, TMNH -066 00 (Lo c. 8,X 1.0) ; 5, 6, T M N H -0660I a, b (L oc . 8,X 1.2); 7, TMNH -066 02a (Lo c. 5,X O.8). 

イメ ン属 (Spongilla ) に帰属させたが， シ ナ カイメン

の骨格骨片は，ヨワカ イ メン属の特徴である両錐型

と急に両端が細 くなる根棒型 タ イプの 2型からなる も

のがあり ， 明らかに ヨワカイ メン属に所属する.人吉

層か らのシナ カイ メン は ， SEM を使い骨片の形態と

表面を観察 し， 骨格骨片と芽球骨片の計測には ， 体化

石を硝酸処理 し， プ レパラ ー ト 製作 し， z巴lSS社製の

画像解析装置 ( イ ーパス シ ス テム ) を用い ， それぞれ

100本計測した . Annandal巴 ( 1910 ) ， 佐々 木 ( 1 973 ) , 

Masuda and Satoh ( 1992) ， 松岡 (2001 ) ，今回の標本

の骨格骨片(長さと l幅， ( )内は平均)と芽球骨片 (長

さと幅， ( )内は平均)の計測デー タは第 l 表のとお

り である .

シ ナ カ イ メン化石の骨片の大きさ は， 現生個体の骨

格骨片と芽球骨片の計測値の範囲にはいる . しかし ，

骨格骨片の平均値は化石のも のの方が小さい. また ，

1 ~ 2本の比較的大 き い腕を持つ芽球骨片は， 佐々 木

( 1 973 ) や Masuda and Sato h ( 1992) に比べて少ない .

2 

4 
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園田園・圃圃圃圃圃圃

第3 図. シナカイ メン化石の骨格骨片と芽球骨片.

! ， 2. 骨格骨片と芽球骨片 ; 3-5. 芽球骨片. (スケール: 1, 2=75 11m, 3= 100 μm， 4， 5=50 μm .) 
Fig. 3. Spicular compon巴nts of th e Pliocen巴 Eunapius sinens is . 

1, 2. Megascleres and gemmo scleres; 3-5 . Gemmo scl eres. (Scale bar: 1 ， 2=75 μm， 3=100 μm， 4， 5=50μm.) 

人吉層からのシナカイメンは，津房川層産出標本でも 片であり，骨格骨片はまれである .このことは， 肉眼

指摘したように(松岡， 2001 ) ，現生個体の骨片とは の観察結果と一致している .

違いがあり ，別種になる可能性も残っている . 現生の シナカイ メンは， 0.5mm から !.5mm かそれ以

上の厚さ の平たい薄層状であり， 湖や川の水深0.5m

産状および古環境 - 3m く らいの場所に沈水した丸太， 枝， 水草の茎，

タンスイカイメン科のシナカイメン化石は，人吉層

上部の泥岩~ シルト 岩から産出 した. 体化石の大き

さは，大きなもので長径が100mm，短径が70mm程度

のものである . イシガイ科の二枚貝の“lnversidens"

sp., Anod ont a sp の殻全体や殻の後端部，タ ニシ科の

Cipangopaludina sp., 19apaludina sp. の螺層全面ないし

一部を薄く覆っている.この他に，直接泥岩に付着 し

ているものもある . 淡水海綿の体化石は，圧縮され，

肩平で元の形態はとどめていない.体化石は，大部分

の標本で周囲よ り 暗色の点状痕と して識別できる芽球

部分を中心に保存されている . 体化石表面を走査型電

子顕微鏡 (SEM) で観察すると ， ほとんどが芽球骨

葉の物体表面に着生している(佐々木， 1973, Masud a 

and Satoh, 19 92) .芽球は ， i毎綿本体の底部(付着面側)

に多数形成されている(佐々木， 19 73) . 

以上の化石の産状と現生の生態から，シナカイメン

は，生息していた水底が泥底のため付着対象が少なく ，

員類の死殻が水底に横たわっていると員類の種類は問

わず表面を付着対象物として着生し，貝類が生きてい

る時には水底から露出している殻後端を付着対象にし

たと考えられる . また，骨格骨片が少ないことは， 海

綿本体が完全な形ではなく冬期に海綿体が分解され，

芽球の集合体が付着対象物に残ったまま埋積されたこ

とによると考えられる.

現生の シ ナカイ メ ンは中国江蘇省蘇州が模式地
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第 1 表.シナカイメンの現生と化石の骨片計測.

Table 1. Spicu1e measurem巴nts of th巴 I巴C巴nt and P1ioc巴ne Eunapius sinensis . (in ,um) 

Annanda1e (1910) 佐々木 (1973) Masuda and Satoh 松岡 (2001) 本研究 (2006)
[現生] [現生] (1992) [現生] [化石] [化石]

骨格骨片 骨格骨片 骨格骨片 骨格骨片 骨格骨片
長 さ 174-216 190-320 (28 l.8) 192-295 (260) 179 -247 (211 .8) 165 .6-276 .2 (218.8) 
幅 10 .3-12.5 10-16 (13.3) 8.1-15 .3 (1l.8) 10.1-15 .0 (13.0) 10 .9-19 .1 (14.0) 

芽球骨片 芽球骨片 芽球骨片 芽球骨片 芽球骨片
長 さ 75-91 70-160 (11 1.2) 37-110(65) 81-127 (105) 82 .5-138 .5 (110 .0) 
幅 5.2-8 .3 3.0-10.0 (6.9) 4.8-8.7 (6 .5) 8.3-12.0 (10.1) 4.1 -8.6 (6 .2) 

(Annanda1e, 1910) で，中国，ロシアに分布してい

る (Penny and Racek, 1968) .日本列島においては，

山梨県河口湖，神奈川県芦ノ湖(佐々木， 1973) , 

岡山県の旭川の放水路である百間川 (Masuda and 

Satoh, 1992) の 3 か所から知られ，散在的な分布をし

ている . 日本列島は，本種の分布域内では周辺分布域

に相当する.化石のシナカイメンはこれまで日本の鮮

新統からしか報告がなく，当時の中心分布域が日本列

島中心とした太平洋側に偏っていたのかもしれない.
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(要旨)

松岡敬二・益田芳樹・北林栄一:熊本県人吉盆

地の鮮新世人吉層から産出した淡水海綿化石.

人吉層は，熊本県人吉盆地に分布する鮮新世の

淡水成堆積物で、ある.人吉層上部から，タンス

イカイメン科のシナカイメン (Eunapius sinensis ) 

の化石が産出した.シナカイメンの化石は，貝

殻表面や泥岩表面に付着した体化石として発見

され，化石の記録としては 2例日の報告である.

骨片の構成は骨格骨片と芽球骨片からなり，芽

球骨片のほうが多く残っている.肉眼でも体化

石の中に芽球の印象がみえ，芽球形成後に，海

綿が死亡し，海綿体がかなり分解されてから埋

積されたものと考えられる.シナカイメンは，

中国の江蘇省から採集された標本に基づき記載

され，中国からロシアにかけて分布し，日本で

は 3 か所から報告されている.化石と現生の個体

との骨格を比較すると，化石の骨格骨片は平均

値で大きさが小さい.
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